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られているわけではないと問題提起した上で、
高句麗が日本にもたらした文化的な影響につ
いて、朝鮮の先端的な研究成果に基づきなが
ら議論を展開した。その後の質疑応答では、
日本に残る高句麗由来の地名・史蹟名で盛り
上がったが、昼食時間となり午前の会を閉じた。
　午後もまた日本側の報告で幕を開け、佐藤
壮氏（NEARセンター研究員・センター長補
佐）が「歴史認識問題と北東アジア国際関係
－移行期正義論の観点から」と題して発表を
行った。佐藤氏は「心の問題」研究に引きつ
けつつ「歴史認識問題」とは何かについて丁
寧に解説したのち、国際政治学の立場に基づ
いて歴史認識問題を「正義」の観点から捉え
ることの意義と課題に関して論じた。この
報告の質疑応答の際には、「正義」という一
見普遍的で大上段な概念を、歴史をめぐる齟
齬に対して如何に適用するかで厳しい意見の
やり取りが行われたが、その中で黄氏が「歴
史認識問題を考察するにあたり、佐藤先生は
とても真剣かつ正しい態度を見せたと思いま
す」と評価されたことが印象的であった。
　次いで、リ・グァンナム氏（歴史研究所近
代史研究室長）が日朝関係をめぐる歴史認識
問題を内容とする報告を行った。リ氏は近代
の日朝間の歴史解釈をめぐる日本の状況に厳
しい批判を加えつつ、過去清算問題の根本は
謝罪とその実践であると主張した。その上で、
リ氏は日朝双方の歴史学界の研究成果に依り
ながら事例を挙げ、認識の共有以前に歴史的
事実を分かち合っていない点が問題であると
しつつ、その事実の了解が将来へ向かってい
くための基礎的なステップだとした。
　時間の都合で質疑応答を省き、最後に、鹿
錫俊氏が「日中関係における『心』の問題の
諸相－私の研究の背景・視点・目的・問題意
識・意義」と題して報告を行った。鹿氏は日
中関係研究の立場から主題に沿った内容を展
開した。その前提に立って鹿氏は、国際関係
は人間重視の視点からの対応が益々迫られて
おり、人間の利益を大切にすること、人間が
弱点を持つものであるという現実を自覚し措
置を行うことの同時遂行が必要であることを
強調した。その意味で、「心の問題」研究＝心
の諸相の解明とその対応のあり方の探索は、
国際関係の発展のみならず、その新たな研究
分野の開拓に寄与するものであると論じた。

　この報告を受け、朝鮮側を代表して黄氏が、
「歴史の事実が一つであるように、真理も一つ
です。しかし、真理への道は人間が生きている
社会的制度、環境、その人が具体的に置かれて
いる利害関係、感情によって異なりますし、行
く道は少し違いますが、終局の帰着点は同じで
あろうと考えます」と応答し、会を締めくくった。
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NEARセンター研究員　山本　健三
山本健三著『帝国・〈陰謀〉・ナショナリズム―

「国民」統合過程のロシア社会とバルト・ドイ
ツ人』（法政大学出版局、2016年８月、262頁）

　本書は、筆者が2009年に北海道大学に提出
した博士学位請求論文に、近年の研究成果に
基づく加筆と修正を施したものである。内容
は、19世紀後半のロシア帝国のオストゼイ（バ
ルト・ドイツ人）問題）とロシア・ナショナ
リズムの相関関係についての研究である。刊
行にあたって、第２回法政大学出版局学術図
書出版助成を受けた。
　本書には３つの特徴がある。第一に、バル
ト・ドイツ人という独特な存在感を持つ民族
集団に関する諸問題について論じた、日本で
最初の書籍だということである。バルト・ド
イツ人とは、ロシア帝国の沿バルト海諸県（現
在のエストニアとラトヴィアに相当する地域）
に居住していた地主貴族を始めとするドイツ
系特権的支配階層のことである。彼らは、土
地経営、商工業などでの特権が容認されてい
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た他、法律、行政、宗教、言語などに関して
も大幅な自主性が保証され、沿バルト海諸県
は〈国家内国家〉と呼ばれていた。その状況
に対する批判がロシア・ナショナリズムの磁
場となっていくのだが、本書ではその過程を
19世紀半ば以降の国内外の情勢、知的潮流、
論争の展開を踏まえて論じている。
　第二に、アーカイヴ史料を活用した、実証
性を重視した研究だということである。本書
の中心的内容は、上記のような沿バルト海諸
県の状況を批判したスラヴ主義者ユーリー・
サマーリン（1819～1876）の著書『ロシアの
辺境』（第一分冊）をめぐる論争史だが、同
書のテクストとともに、同書を読んだ人々の
日記や書簡をも分析し、同書がロシアの公衆
に深刻な社会的・精神的影響及ぼし、その衝
撃がロシア・ナショナリズムと結びついてい
く過程を浮かび上がらせようと試みた。また、
ロシアだけでなく、ラトヴィアとエストニア
で渉猟したアーカイヴ史料も使っている。こ
のことも、本書の大きな特色である。
　第三に、〈陰謀〉もしくは〈陰謀論〉の社会的・
政治的意義について学術的に考察した研究だ
ということである。筆者はかねがね、従来の
研究があまりにも「すっきりしすぎている」
ことに不満を感じていた。前述のサマーリン、
そして同じ時期にバルト・ドイツ人批判の論
陣を張った保守派の国家主義者ミハイル・カ
トコーフ（1818～1887）らは、時に禍々しい
言葉を駆使して、ポーランド人やドイツ人、
虚無主義者などの反ロシア勢力が結託して内
側からロシアを破壊するという〈陰謀〉につ
いて真面目に語っているのに、そのことの意
味について真っ向から取り組もうとした研究
は少ない。詳しくは読んでいただきたいが、
本書では、この〈陰謀〉こそ、1860年代後半
にロシアの公衆の心を捉えたロシア・ナショ
ナリズムの鍵概念であると結論している。オ
ストゼイ問題をめぐっては、ロシアと沿バル
ト海諸県の雑誌や新聞を舞台に、「出版戦争」
と呼ばれるほどの大論戦が繰り広げられた
が、それは、〈陰謀〉に対して、当時のロシ
ア社会がいかに敏感にならざるを得ない状況
に置かれていたかを物語っている。
　思想・言論と国家権力の関係、ナショナリ
ズム、異文化の共生などのテーマについて考
えたい人の一助になれば幸いである。

NEAR短信
（2016年10月～2017年３月）

研究会活動

○第45回日韓・日朝交流史研究会／“心の問
題”勉強会（10月定例会）

【日　時】
2016年10月20日（木）16：30～18：00

【場　所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
三村光弘氏（環日本海経済研究所主任研究
員）「朝鮮労働党第７回大会後の朝鮮経済
の動向」

○北東アジア研究会第５回例会
【日 時】
2016年10月26日（水）16：30～18：00

【場 所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
山田公平氏（名古屋大学法学部名誉教授）

「近隣民主主義の課題―国際比較の視点か
ら」

○“心の問題”勉強会（11月定例会）
【日 時】
2016年11月17日（木）16：30～18：00

【場 所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
平山龍水氏（東京国際大学国際関係学部教
授）「韓国における親日派清算問題の軌跡」

○“心の問題”勉強会（12月定例会）
【日 時】
2016年12月１日（木）16：30～18：00

【場 所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
鶴田綾氏（中京大学国際教養学部講師）「ル
ワンダにおける民族対立と今後の展望」

○北東アジア研究会第６回例会／第46回日
韓・日朝交流史研究会／“心の問題”勉強
会（１月定例会）
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研究員の研究活動の成果

※飯田泰三名誉研究員が監修を行い、井上厚
史研究員、石田徹研究員が翻訳に携わった
朴忠錫『韓国政治思想史』（法政大学出版局、
2016年）が出版されました。

※山本健三研究員の単著である山本健三『帝
国・〈陰謀〉・ナショナリズム 「国民」統合
過程のロシア社会とバルト・ドイツ人』（法
政大学出版局、2016年）が出版されました。
今号のNEAR Recommendsでは自著を語っ
ていただいていますので、是非ご一読下さい。

【日　時】
2017年１月27日（金）16：30～18：00

【場　所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
村上尚子氏（同志社大学グローバルスタ
ディーズ研究科特別研究員）「第二次大戦
後の朝鮮独立統一問題と済州島４・３事件」

○北東アジア研究会第７回例会
【日　時】
2017年２月９日（木）16：00～18：00

【場　所】
講義・研究棟２階　会議室B

【報告者・テーマ】
山本健三氏（NEAR研究員）「『辺境』の社
会問題化―著書『帝国・〈陰謀〉・ナショナ
リズム―「国民」統合過程のロシア社会
とバルト・ドイツ人』（法政大学出版局、
2016年）について」

○14回目を迎えた西周シンポジウム
　2016年11月27日（日）、津和野町におい
て西周シンポジウムを開催しました。平石
直昭先生（東京大学名誉教授）「西周と徂
徠学」、松島弘先生（津和野町文化財保護
審議会会長）「西周の思想と百一新論」の
セミナーが行われました。

　会場には約50名の聴衆が熱心に聞き入って
いました。また翌日の地元紙にも報道されて
います。

平石直昭名誉教授の講演・質疑応答

『山陰中央新報』2016年11月28日付
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NEARセンター市民研究員の活動一覧
（2016年10月～2017年３月）

○第２回市民研究員研究会の開催
【日時】
2016年12月10日（土）14：00～16：30

【場所】
島根県立大学浜田キャンパス講義・研究棟
１階　中講義室３

【内容】
開会挨拶、アカデミック・サロン…李憲本
学講師「破綻主義離婚と離婚慰謝料」、大
学院生との共同研究－市民研究員による中
間報告…岡崎秀紀氏「破壊と復興に見る内
モンゴル・フレー旗社会における仏教のあ
り方」、澁谷善明氏「共同研究に取り組ん
で～多文化共生社会におけるメディアの役
割」、市民研究員による研究報告…田中文
也氏「全国邪馬台国連絡協議会第３回全国
大会の開催と基調報告について」、グルー
プ・リサーチ・サロン（来年度の大学院生
との共同研究採択に向けた相談会）。

○NEARセンター市民研究員有志による新年
餅つき大会の開催

【日時】
2017年１月28日（土）10：00〜12：00

【場所】
島根県立大学浜田キャンパス交流センター
前玄関および１階研修室

【内容】
特定農業法人ひやころう波佐（浜田市金城
町波佐地区）のご協力のもと餅つき大会を
行い、島根県立大学大学院留学生・浜田市
近郊在住の外国人家族・島根県立大学教職
員家族の交流を図りました。

○第２回市民研究員全体会の開催
【日時】
2017年１月28日（土）13：00〜15：30

【場所】
島根県立大学浜田キャンパス交流センター
２階　コンベンションホール

【内容】
井上厚史NEAR センター長挨拶、市民研

51
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究員による研究報告・発表…若林一弘氏
「『鞍山街並み探検隊』報告」、福原孝浩氏
「ハンセン病問題に取り組んで」、リサーチ・
グループ・サロン（大学院生との共同研究
採択にむけた研究計画・テーマ検討会）

○第３回市民研究員全体会の開催
【日時】
2017年３月４日（土）13：00〜17：00

【場所】
島根県立大学浜田キャンパス講義・研究棟
１階　中講義室３

【内容】
井上厚史NEAR センター長挨拶、大学院
生と市民研究員の共同研究成果報告…王節
節氏（大学院生）、滑純雄氏（市民研究員）「中
国と日本の都市生活ごみの分別・収集・処
理の比較について―蘇州市、広島市、浜田
市を対象にして―」、格格日勒氏（大学院
生）、岡崎秀紀氏（市民研究員）「破壊と再
興に見る内モンゴル・フレー旗における仏
教のあり方―復興に対する経済政策・文化
政策と仏教復興の関与者（アクター）を中
心として―」、李萌氏（大学院生）、澁谷善
明氏（市民研究員）「多文化共生社会にお
けるメディアの役割―在日中国人向けエス
ニック・メディアとマスメディア及び地方
メディアの相互作用の観点から―」、グルー
プ・リサーチ・サロン。


